
活動名 覚書校による交換留学生（受入・派遣）

貢献・連携類型 ３．国際連携

報告者 研究事務課 学科 職位 職員 氏名

韓国への留学生（令和６年８月16日～令和８
年８月15日），ドイツからの留学生（令和６
年９月12日～令和７年２月４日）

場所
韓国（釜山・海洋大学校），
ドイツ（理工学部・船橋校舎）

本学からの参加者
学生（韓国１名・ドイツ１名）

市川　容子

概要（実施したこと，進捗状況等）について記述してください。
韓国（2024/8/16より派遣実施中），ドイツ（2024/9/12より受入中）

今後の展望，本活動で得られた成果を記述してください。
それぞれの学生が順調にプログラムを進めている。
今後、多くの留学生を取り扱えるよう対処していきたい。

対象・
相手先

韓国海洋大学校，
ダルムシュタット工科大学

No Photo

協定書・依頼の有無（具体的に記入）
日本大学理工学部と韓国海洋大学校海洋科学技術大学及
び工科大学との学術文化交流に関する覚書
日本大学理工学部とダルムシュタット工科大学との学術
文化交流に関する覚書

実施
日時
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